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広島市議団ニュース 

今
月
中
に
秋
葉
市
長
に
提
出 

来
年
度
予
算
編
成
で 

市
が
最
終
結
論
を
く
だ
す 

 

広
島
市
公
共
事
業
見
直
し
委
員
会
（
地
井
昭
夫

座
長
）は
26
日
、
先
送
り
さ
れ
て
い
た
事
業
に
つ
い

て
結
論
を
出
し
ま
し
た
。
１
月
中
に
第
２
次
中
間
報

告
と
し
て
市
長
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。 

同
委
員
会
で
は
、
安
佐
南
工
場
建
替
や
出
島
地

区
港
湾
整
備
（
廃
棄
物
埋
め
立
て
護
岸
整
備
負
担

金
）な
ど
19
事
業
を
「
い
っ
た
ん
中
止
が
適
当
」
と

し
、
広
島
西
飛
行
場
整
備
や
観
音
地
区
マ
リ
ー
ナ

整
備
な
ど
16
事
業
に
つ
い
て
「当
面
実
施
が
適
当
」

と
の
判
断
を
下
し
ま
し
た
（
裏
面
参
照
）
。 

ま
た
、
段
原
東
部
地
区
再
開
発
と
国
施
行
道
路

整
備
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で
結
論
が

ま
と
ま
ら
ず
、
両
論
も
し
く
は
三
論
併
記
と
し
て
、

市
に
判
断
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

こ
れ
で
、
同
委
員
会
の
審
議
対
象
と
な
っ
た
す
べ

て
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
委
員
会
と
し
て

の
結
論
を
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

「
い
っ
た
ん
中
止
が
適
当
」と
判
断
し
た
理
由
に
つ

い
て
同
委
員
会
は
、
「現
計
画
に
は
需
要
見
通
し
等

の
点
で
計
画
自
体
に
疑
問
が
あ
り
、
ま
た
、
費
用
対

効
果
、
必
要
性
、
緊
急
性
、
代
替
性
な
ど
の
点
か
ら

み
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
現
計
画
の
ま
ま

実
施
す
る
こ
と
は
困
難
な
も
の
」と
説
明
。 

「
い
っ
た
ん
中
止
が
適
当
」の
事
業
に
つ
い
て
は
、見

直
し
が
な
さ
れ
た
時
点
で
同
委
員
会
で
改
め
て
検

証
す
る
と
し
て
お
り
、
各
々
の
事
業
に
対
し
て
「
見

直
し
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
」が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

第２次中間報告のとりまとめで 

19事業 「いったん中止」 
―― 16事業については「当面実施が適当」 

出
島
地
区
港
湾
整
備
事
業
に
含
ま
れ
て
い
る

「出
島
沖
産
廃
処
分
場
計
画
」
に
つ
い
て
、
同
委
員

会
は
今
月
20
日
、
「
住
民
意
見
を
聴
く
会
」で
地
元

住
民
か
ら
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。 

同
事
業
に
つ
い
て
地
井
座
長
は
、
「産
廃
排
出
量

削
減
戦
略
と
、県
に
対
し
て
よ
り
安
全
性
の
高
い
処

分
方
法
の
検
討
、
住
民
に
よ
る
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
実
施
、
全
面
的
な
情
報
公
開
、
生
物
の
多
様
性
へ

の
配
慮
、
地
元
住
民
と
の
合
意
形
成
に
よ
り
努
め

る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を
前
提
に
04
年
度
予
算
を

認
め
る
」と
の
条
件
を
付
け
て
「
実
施
が
適
当
」と
提

案
。 し

か
し
、
山
家
（や
ん
べ
）
悠
紀
夫
副
座
長
（
神
戸

大
学
大
学
院
教
授
）が
、
①
広
島
の
海
の
玄
関
に
ふ

さ
わ
し
く
な
い
、②
住
民
合
意
は
得
ら
れ
て
い
な
い
、

③
粉
じ
ん
被
害
や
遮
水
シ
ー
ト
な
ど
公
害
対
策
が

十
分
と
は
言
え
な
い
、
④
産
廃
排
出
量
の
削
減
努

力
が
必
要
、
な
ど
多
く
の
問
題
点
を
残
し
て
い
る
と

指
摘
。
他
の
す
べ
て
の
委
員
も
こ
の
意
見
に
賛
同
し
、

「
い
っ
た
ん
中
止
」と
結
論
づ
け
ま
し
た
。 

公共事業 

見直し委員会 

（第10回） 

「
住
民
合
意
、
環
境
面
な
ど
問
題
多
い
」 

委
員
か
ら
指
摘
相
次
ぐ 

ー
出
島
沖
産
廃
処
分
場
計
画 

三
論
併
記
で
市
に
判
断
ゆ
だ
ね
る 

―
段
原
東
部
地
区
再
開
発 

 

同
事
業
に
つ
い
て
地
井
座
長
は
、「
04
年
度
は
認

め
る
が
、
多
様
な
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

区
画
整
理
事
業
の
枠
内
で
実
行
可
能
な
計
画
見

直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。
そ
の

た
め
の
費
用
は
別
途
認
め
る
」

と
の
条
件
付
き
で
「当
面
実
施

が
適
当
」と
提
案
。 

五
十
嵐
敬
喜
委
員
（
法
政

大
学
教
授
）は
、
「国
の
法
改
正

（『
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
』）の
動

向
も
に
ら
み
な
が
ら
考
え
る
べ

き
」
「
正
当
事
由
が
あ
れ
ば
補

助
金
返
還
を
請
求
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
」と
、
国
の
補
助
金
を

理
由
に
事
業
実
施
に
固
執
す

べ
き
で
は
な
い
と
指
摘
。
ま
た
、

肥
田
野
登
委
員
（
東
京
工
業

大
学
教
授
）は
、「費
用
便
益
的

に
は
極
め
て
き
び
し
い
。
道
路
計
画
も
増
大
で
換
地

計
画
を
見
直
せ
な
い
（
当
局
答
弁
）と
い
う
の
が
も
っ

と
も
重
要
な
点
」と
指
摘
し
ま
し
た
。 

住
民
か
ら
多
様
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
踏
ま
え
、
委
員
会
と
し
て
は
、
①
04
年
度
予
算

を
認
め
る
、
②
換
地
計
画
を
見
直
す
予
算
の
み
認

め
る
、
③
い
っ
た
ん
中
止
、
の
三
論

併
記
で
市
に
判
断
を
ゆ
だ
ね
る

と
し
ま
し
た
。 

多くの傍聴者が詰めかけた第10回市公共事業見直し委員会

＝1月26日、市役所内 

国施行道路整備事業負担金 

●当面実施が適当としたもの 

国道54号可部バイパス（市道山倉線までの２車

線分のみ）、国道54号佐東拡幅 

●いったん中止が適当としたもの 

国道２号観音高架延伸および広島南道路 

●「実施」「いったん中止」の両論併記で市

に判断をゆだねるもの 

国道２号東広島バイパスおよび安芸バイパス 



事業名称 見直しにあたっての留意点 

■事業手法等の見直しが必要と思われるもの  

広島駅南口周辺地区市街地再開発（Ｂブロック） 他の再開発事業との競合、整合性を十分に考慮し、民間資本の導入等を検討すること 

牛田総合公園整備 事業を見直し、その際には生物の多様性、在来種の維持等の価値にも配慮すること 

己斐上公園整備 事業を見直し、その際には生物の多様性、在来種の維持等の価値にも配慮すること 

■事業の前提となる条件を含めて総合的な対策が必要と思われるもの  

安佐南工場建替 
ゴミ減量等の戦略確立と規模縮小の検討、既存施設の活用、民間資本の導入等を検討すること。住民と

の合意をより進めること 

広島高速道路関連道路 

交通戦略を転換し、事業手法・規模・期間・ルートを見直すこと。道路ごとに費用便益分析を実施すること。

ただし、用地補償や工事の実施に債務負担的な義務が発生しているものに限り、04年度において最小限

の範囲で実施を認める（が、それは現在の計画をそのまま認めたわけではないことを特記しておく） 

■事業の規模、代替案の可能性などの再検討が必要と思われるもの  

貨物ヤード跡地地区開発 新たな活用計画、民間資本の導入等を検討すること 

地域福祉センター等建設（佐伯区） 
費用便益分析を実施すること。公的機関等による耐震診断等の結果、既存建物が使用できる場合は住民

合意を得て活用すること。既存建物が使用できない場合は合築を検討すること 

西風新都内道路（安佐南工場建替、新火葬場

整備に関連する一部の環状線以外） 
計画そのものを抜本的に変更すること 

公民館再整備（安佐） 修繕により既存の建物を今後15年間（建物の耐用年数期限まで）活用すること 

公民館建設（佐東（増築）） 再度、費用便益分析を実施すること。合築も検討すること 

中小田古墳群整備（保存整備） 整備時期・内容を見直すこと 

■事業の必要性・実現性の再検討が必要と思われるもの  

西広島駅北口地区のまちづくり推進 民間資本の導入等を検討すること 

広島駅北口地区整備 民間資本の導入等を検討すること 

新交通西風新都線・関連街路整備 
広島高速交通㈱の経営改善動向、西風新都の開発動向、国のインフラ補助制度の動向を踏まえた需要

と収支を再検証すること。関連街路を単独で実施する場合の緊急性を再検証すること 

五日市漁港フィッシャリーナ整備（陸上施

設（クラブハウス等）整備） 
県との覚書があるが、必要最小限のものとするよう県と協議すること 

■隣接自治体や県等との合同の見直し検討が必要と思われるもの  

向洋駅周辺青崎土地区画整理事業 県、関係自治体と計画見直しについて協議すること。ただし、04年度は減価補償充当用地取得のみ認める 

東部地区連続立体交差事業 
県、関係自治体と計画見直しについて協議すること。ただし、土地所有者との協議が終了し、移転準備を

進めている用地に係る補償費は、04年度において最小限の範囲で認める 

出島地区港湾整備（廃棄物埋立護岸整

備に対する負担金） 
設置場所、手続（住民合意）、公害防止、規模、状況の変化等について見直す必要がある（表面参照） 

■その他、問題を抱えていると思われるもの 

五日市漁港フィッシャリーナ整備（土地造成部分） 土地用途について県と再度協議すること 

第２次中間報告のとりまとめで「いったん中止が適当」と判断された事業 

事業名称 実施にあたっての条件 

■過去の実施分に対する負担義務が確定しているもの  

五日市漁港フィッシャリーナ整備（係留施設整備）  

広島西飛行場整備（国有地購入の償還部分、施

設修繕） 
 

東千田公園整備（都市開発資金の償還）  

観音地区マリーナ整備 市民に開かれたマリーナとすること。今後の事業についての費用負担はしないこと 

市立大学用地にかかる土地開発公社貸付金等  

■今後の整備で法令等により負担義務があるもの  

五日市漁港フィッシャリーナ整備（緑地整備） 景観への配慮、コスト低減の努力をすること。生物の多様性、在来種の維持等の価値にも配慮すること 

宇品内港地区港湾整備（緑地整備：第１次中

間報告で認めた以外の部分） 
土地造成にとどめること 

五日市地区港湾整備（干潟再生整備） 生物の多様性、在来種の維持等の価値にも配慮すること 

下水道事業会計繰出金（今後の事業分のみ：

第１次中間報告で認めた以外の部分） 
第三者委員会を設置し、経営・事業会計、事業計画を見直すこと。事業の一層の効率化を図ること 

■覚書等により実施・負担義務があるもの  

寺山公園整備 生物の多様性、在来種の維持等の価値にも配慮すること 

出島東公園整備（用地取得、広場整備） 施設整備はしない。生物の多様性、在来種の維持等の価値にも配慮すること 

五日市地区港湾整備（-12ｍ岸壁、埠頭整備、橋耐

震補強） 
 

地域福祉センター等建設（安佐南区）  

新火葬場整備 
地元住民との合意形成に努めること。既存施設の活用、規模縮小の検討、他町住民の使用料金の

適正化、整備時期、民間資本の導入等を検討すること 

中筋第二小学校建設 
スケルトン・インフィル（間取り・内装・設備などが柔軟に変えられる構造）による将来の高齢者福祉施

設等への転用可能性のある建築または他の施設との合築、ＰＦＩ導入等を検討すること 

中小田古墳群整備（用地取得）  

■費用対効果、公平性、人道性、必要性、緊急性から実施が止むを得ないと認められるもの  

第２次中間報告のとりまとめで「当面実施が適当」と判断された事業 


